
「 のコメント『赤ちゃん ポスト』設置問題を、どうお考えですか？」へ

当ＨＰ「 コメントを『赤ちゃん ポスト』設置問題を、どうお考えですか？」の記事に

いただきましたので、参考までに紹介します。

更に、いただきましたら、随時当ファイルを追加・更新します。

追伸：４／１７産経新聞の「明解要解」欄に 「 赤ちゃんポスト』の先例 ドイツ －、 『

目に見える効果薄く国論二分－」が載りましたので、４ に貼付していますので、参照くP

ださい。

２００７．４．１８． 阿部幸泰

⑤赤ちゃんポストの記事が今日も出ていましたね。

赤ちゃんポストがあることで、気持ちが楽になる親はいるのでしょうが、そのことを抱え

て生きていく子どもの気持ちはなんら変わりないんだろうと阿部さんのおっしゃるように

思います。

そこで、救われる命。

でも、その命の葛藤はその子ども自身が解決するほかはないんですものね。

産みの親は、子どもが葛藤している場面にはいないんですから、なんだか子どもばかり

が生きにくさを抱えるようで、疑問が残ります。

④こうのとりのゆりかご、こんな方法もあったんだ～と当初思いましたし、画期的で素晴

らしいとも思いました。

闇に葬られるよりは・・と思いましたが記事を読むとなるほど、こんな問題点もあるん

だと思いましたね

まず、一歩を踏み出して、問題点があればみんなで話し合って改定していくことが大切

のようにも思いますね

ゆりかごに自分の子供を入れるということは断腸の思いの人もいれば、肩の荷がおりた

と感じる人もいると思う。



これまで新生児が捨てられて死亡していた事件多々あったと思うが、それに対して何か

分かりやすい対策がとられてきたのだろうか。

こうのとりのゆりかごは、何かを考え、何かを変えるきっかけとなって欲しいと思いま

した。

③「赤ちゃん ポスト」設置問題のページ、拝見させて頂きました。

ニュースでは見ていたのですが、内容自体がショックでした。

設置を検討しているということは、設置を必要とする状況がそれなりにあるということ

だと感じたからです。

個人的な感想として、賛成でしたが、疑問に感じたのはページの中で書かれていた高校

生と同じでした。

親は「匿名」ではなく、名前等の情報を知らせるべきだと思います。

子どもの人権を考えた時に、親の情報はすごく重要なものだと思います。

「望まれない」なんて悲しい状況が無いのが一番だとは思うのですが、現実に、いるん

ですね。すごく切ない事。

私は高校、短大と女子校だったのですが、学生時代に妊娠、中絶を経験する友人が何人

かいました （もちろん生む為に退学し結婚する人もいましたが）。

そんな話を聞くたびに複雑な気分になりました。

子どもを授かるという事を簡単に考えているのかなぁ・・と。

でも本当は違いました。

妊娠したのが分かった時は一瞬でも嬉しいと思った。

でもその時の自分、相手の状況等を考え「生まない」事を選んだ・・・

中絶を経験した友人は皆悲しんでいました。

誰も妊娠、中絶を簡単に考えている子なんていませんでした。

でも「生む」事を決めたのに置き去りにする人もいる・・・。

産婦人科の医師不足が問題になっていますが、妊婦を支えるのしくみも課題なのではと

考えます。



なんだか話がそれたり、長文になってしまいすみません。

考えているうちに長くなってしまいました。

私はまだ親ではないのですが（相手もいない・・ ＴｏＴ ）（ ）

そうなった時にまた思い出すでしょうね。

②赤ちゃん ポスト、感覚がざわざわするんです。そのネーミング。ヨーロッパの文化言

語だと思っても。

ポストの意味はコミュニケーションを約束する手段道具。命を繋げ託すといふ意味でし

ょうが…。

貴方の では、固有名詞との間を一文字間隔がありますが、確か原文はなかったと。HP

その間合いに意味を考えています。空けたのと空けないのでは、感じが違うなぁ～と。

①赤ちゃんポストのことで私が思うこと 。。。

。 、 、私はやはり反対です 確かに命は優先されるものでありますが ポストを設置した故に

命の重さを人は軽く考えるようになってしまうのではないでしょうか。

誰かを愛し、その証といえるこども。そのことがだんだん忘れさられていくのではと心

配です。

まずはポストなどと考える前に、国や地域の子育て支援をもう一度見直すべきだと思い

ます。

苦しいときに手を差し延べてあげることができる社会。助け合いながら、支えあいなが

ら、こどもは育ち、また親も学んでいくもの。

こどもにとって一番良い環境はやはり自分の家族しかないのではと考えます。

話は変わりますが、いつもこのように考える場をつくって下さり感謝の気持ちでいっぱ

いです。

先生のメ―ルが来る度に、こどもと向き合うことを考えさせられます。

また、自分とは違う考えの人の意見も聞けて視野が広がるような気がします。

これからもご指導よろしくお願いします。




